
 

 

 

 

当社原子力発電所の放射性廃棄物処理系配管の 

誤接続に関する是正結果について 
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東京電力株式会社 



１．経緯 

平成 22 年 2 月 2 日付文書（平成 22・01・25 原院第 2 号）にて指示のあった

「放射性廃棄物処理系排水管の誤接続不適合の根本原因」及び「再発防止対策」，

「排水管の誤接続 30 箇所の是正を講じた結果」については，平成 22 年 7 月 29

日付文書（原管発官 22 第 202 号）により，放射性廃棄物処理系排水管の誤接続

不適合の根本原因及び再発防止対策，排水管の誤接続 30 箇所の是正状況につい

て報告した。 

その際，排水管の誤接続 11 箇所の是正が未完了であったが，その後，平成 23

年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の対応のため，本報告のとりまと

めを中断していたが，今般，状況を整理し，未完了であった 11 箇所を含め，排

水管の誤接続 30 箇所すべての是正を講じた結果がとりまとまったことから，本

日報告する。 

 

 

２．排水管の誤接続箇所の是正結果 

排水管の誤接続 30 箇所については，当該配管の撤去や配管接続先の変更など

の是正処置を行った。 

是正を講じた結果を添付資料に示す。 

なお，福島第二原子力発電所及び柏崎刈羽原子力発電所において，配管の撤

去や配管接続先の変更などの是正処置を行った箇所について，今回の報告書を

提出するにあたり平成23年東北地方太平洋沖地震以降に現場を目視確認したと

ころ，異常は確認されていない。 

 

 

３．添付資料 

（１）排水管の誤接続３０箇所の是正結果について 

（２）放射性廃棄物処理系配管における接続調査結果 
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添付資料-1 .

排水管の誤接続３０箇所の是正結果について

1号機 タービン建屋 1 低圧タービン入口圧力検出器ドレン配管 当該計装ラックドレン配管を撤去 是正措置完了。 H22年6月

原子炉建屋 2 残留熱除去系-残留熱除去海水系連絡配管ドレン配管 当該ドレン配管を閉止 是正措置完了。 H22年9月
当初報告書に記載の「当該ドレン配管接続先を放射性液体廃棄物処理
系のファンネルに接続する」から、是正措置を変更した。

タービン建屋 3 タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管 当該計装ラックドレン配管を撤去 是正措置完了。 H22年3月

タービン建屋 4 タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管 当該計装ラックドレン配管を撤去 是正措置完了。 H22年1月

タービン建屋 5 復水補給水系-消火系連絡配管におけるドレン・ベント配管 当該配管をSDファンネルから切り離し閉止 是正措置完了。 H23年2月
当初報告書に記載の「当該ドレン配管接続先を放射性液体廃棄物処理
系のファンネルに接続する」から、是正措置を変更した。

6 残留熱除去冷却系調圧タンク(A)廻りドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年9月

7 残留熱除去冷却系調圧タンク（B)廻りドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年9月

8 燃料プール補給水ポンプ出口流量検出器ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年8月

9 再生水補給水系ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年8月

10 復水浄化系復水ろ過設備 補給水ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年8月

11 復水浄化系ろ過器圧力指示計ドレン配管 当該配管をSDファンネルから切り離し閉止 是正措置完了。 Ｈ21年11月

12 残留熱除去冷却系調圧タンク(A)廻りドレン配管
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのドレ
ン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続

是正措置完了。 H22年5月
当初報告書に記載の「当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理
系のファンネルに接続する」から、是正措置を変更した。

13 残留熱除去冷却系調圧タンク(B)廻りドレン配管
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのドレ
ン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続

是正措置完了。 H22年5月
当初報告書に記載の「当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理
系のファンネルに接続する」から、是正措置を変更した。

14 高圧炉心スプレイ補機冷却系サージタンク廻りドレン配管
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのドレ
ン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続

是正措置完了。 H22年5月
当初報告書に記載の「当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理
系のファンネルに接続する」から、是正措置を変更した。

原子炉建屋 15 復水補給水系　RPV/PCV注水流量検出器ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

タービン建屋 16 復水ろ過装置流量及び圧力検出器ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

17 非常用ディーゼル発電設備冷却系サージタンク(A)廻りドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H23年2月

18 燃料プール補給水系～残留熱除去冷却系調圧タンク（A）非常用補給水配管ベント配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H23年2月

19 燃料プール補給水系～残留熱除去冷却系調圧タンク（B）非常用補給水配管ベント配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H23年2月

20 放射性ドレン移送系　Ｒ／Ｂ付属棟低電導度廃液サンプ（Ａ）出口流量検出器ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H23年2月

21 １，２号機廃棄物処理建屋　再生水補給水系ドレン配管① 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

22 １，２号機廃棄物処理建屋　再生水補給水系ドレン配管② 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

23 １，２号機廃棄物処理建屋　再生水補給水系ドレン配管③ 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

24 １，２号機廃棄物処理建屋　再生水補給水系ドレン配管④ 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年3月

25 １号機トレンチ内　再生水補給水系ドレン配管 当該配管をSDファンネルから切り離し閉止 是正措置完了。 Ｈ21年11月

26 １号機トレンチ内　復水補給水系ドレン配管 当該配管をSDファンネルから切り離し閉止 是正措置完了。 Ｈ21年11月

原子炉建屋 27 格納容器酸素分析計ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年1月

原子炉建屋 28 原子炉隔離時冷却系蒸気管差圧検出配管ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H21年12月

原子炉建屋 29 燃料プール冷却浄化系スキマサージタンク水位計配管ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H21年12月

5号機 原子炉建屋 30 再生水補給水系ドレン配管 配管接続先を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに変更 是正措置完了。 H22年1月
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１ 福島第一原子力発電所１号機 低圧タービン入口圧力検出器ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 
〔確認された事象〕 

○低圧タービン入口圧力検出器のドレン配管が、放射性物質を含む水を取り扱うファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファン

ネルに接続されていることが確認された。 

 なお、低圧タービン入口圧力検出器はＡ～Ｄの４つあるが、ＳＤファンネルに接続されていたのはＣとＤの２つであった（Ａと

Ｂについてはファンネルへの接続ラインはなかった）。 

 

〔推定原因〕 

○計器ドレンの排出先は、計測対象のプロセス流体を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべきであるが、設計当

時はその考え方が文書で明確化されていなかったため、当該箇所は設計段階からＳＤファンネルに接続されたものと推定される。

 

 

 

 

○当該ドレン配管を撤去した。 

○現在の設計においては、ドレン配管の接続先をプロセス流体

のドレン接続先とあわせることを明確にしており、同様な不

具合は発生しないものと考えられる。 
 
※平成 23 年東北地方太平洋沖地震に伴う影響により、関連資料の入手が困難で、

現場（タービン建屋 1階）の状況を考慮し被ばくを可能な限り低く抑える観点か

ら、是正を講じた結果を図で示す。 

 

 

〔系統概略図〕 

 

 

［現場状況］ 

想定排水範囲（純水充てん部） 

検出器点検後のインサービスにあたっては、計器側から純水を

充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆流させるように水

張り操作を行う。 

【是正措置】 
当該計装ラックドレン配管を撤去 

 
 

撤去 

添付資料2

添付2 - 1



 

 

放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２ 福島第一原子力発電所３号機 残留熱除去系－残留熱除去海水系連絡配管ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

〔確認された事象〕 

○ 残留熱除去系－残留熱除去海水系連絡配管＊のドレン配管が、放射性物質を含む水を取り扱うファンネルに接続されるべきところ、

ＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 

＊残留熱除去系－残留熱除去海水系連絡配管：残留熱除去海水系ポンプを利用して、原子炉格納容器に注水するための接続配管。

 

〔推定原因〕 

○ プラントメーカの設計では、残留熱除去海水系と残留熱除去系との系統上の境界は閉止板下流のレデューサ部としており、また、

海水ドレンは液体廃棄物処理系に混入させないこととしていた。詳細設計では、当該連絡配管のドレン配管は閉止板とレデューサ

の間に接続しているため、当該ドレン配管を残留熱除去海水系に分類したことから、ＳＤファンネルに接続したものと推定する。

○当該ドレン配管は閉止板により残留熱除去海水系から隔離さ

れており，海水が排水されることはないことから，当該ドレ

ン配管を閉止した。 

○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統の境

界近傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃棄物処理

系のファンネルとすることを明確にしており、同様な不具合

は発生しないものと考えられる。 
 
※平成 23 年東北地方太平洋沖地震に伴う影響により、関連資料の入手や、現場（原

子炉建屋 1階）の線量が高く入域が困難なため、是正を講じた結果を図で示す。

〔系統概略図〕 

 

［現場状況］ 

「操作禁止」札

取付（２箇所） 

【是正措置】 
当該ドレン配管を閉止 

 
 

閉止 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

３ 福島第一原子力発電所３号機 タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 
〔確認された事象〕 

○タービングランドシール蒸気系＊１ヘッダー圧力計装ラックドレン配管が、放射性物質を含む水を取り扱うファンネルに接続されるべきところ、

ＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 

＊１：タービングランドシール蒸気系：主タービン軸封部（タービン車軸とケーシングの隙間）から復水器への空気の侵入を防ぐとともに、主

タービン駆動蒸気が外部へ流出しないよう軸封部を気密化するための蒸気を発生させる系統 

 

［推定原因］ 

○計器ドレンの排出先は、計測対象のプロセス流体を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべきであるが、設計当時はその考え方

が文書で明確化されていなかったため、当該箇所は設計段階からＳＤファンネルに接続されたものと推定される。 

 

 

〔系統概略図〕 

 

○当該ドレン配管を撤去した。 

○現在の設計においては、ドレン配管の接続先をプ

ロセス流体のドレン接続先とあわせることを明確

にしており、同様な不具合は発生しないものと考

えられる。 
 
※平成 23 年東北地方太平洋沖地震に伴う影響により、関連資料の入

手や、現場（タービン建屋 1階）の線量が高く入域が困難なため、

是正を講じた結果を図で示す。 
 

［現場状況］ 

加熱蒸気ライン 

蒸気ヘッダー圧力計装ラック 

「操作禁止」札取付け 

ＳＤファンネル 高圧タービン 低圧タービン 

蒸気発生器 

主復水器 

復水移送ポンプより 

計器 計器 計器 

想定排水範囲（純水充てん部）

検出器点検後のインサービスにあたっては、計器側から純水を

充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆流させるように水

張り操作を行う。 
【是正措置】 
当該計装ラックドレン配管を撤去 

 

撤去 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

４ 福島第一原子力発電所５号機 タービングランドシール蒸気系ヘッダー圧力計装ラックドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 
〔確認された事象〕 

○タービングランドシール蒸気系＊１ヘッダー圧力計装ラックドレン配管が、放射性物質を含む水を取り扱うファンネルに接続されるべきところ、

ＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 

＊１：タービングランドシール蒸気系：主タービン軸封部（タービン車軸とケーシングの隙間）から復水器への空気の侵入を防ぐとともに、

主タービン駆動蒸気が外部へ流出しないよう軸封部を気密化するための蒸気を発生させる系統 

 

［推定原因］ 

○計器ドレンの排出先は、計測対象のプロセス流体を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべきであるが、設計当時はその考え

方が文書で明確化されていなかったため、当該箇所は設計段階からＳＤファンネルに接続されたものと推定される。 

 

 

〔系統概略図〕 

 

○当該ドレン配管を撤去した。 

○現在の設計においては、ドレン配管の接続先をプ

ロセス流体のドレン接続先とあわせることを明確

にしており、同様な不具合は発生しないものと考

えられる。 
 

 

 
 

加熱蒸気ライン 

蒸気ヘッダー圧力計装ラック 

「操作禁止」札取付け 

ＳＤファンネル 高圧タービン 低圧タービン 

蒸気発生器 

主復水器 

復水移送ポンプより 

計器 計器 計器 

    ［現場状況］ 

想定排水範囲（純水充てん部）

検出器点検後のインサービスにあたっては、計器側から純水を

充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆流させるように水

張り操作を行う。 
【是正措置】 
当該計装ラックドレン配管を撤去 

 

 
 

 
 

撤去

添付資料2

添付2 - 4



 

 

放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

５ 福島第一原子力発電所５号機 復水補給水系－消火系連絡配管におけるドレン・ベント配管の接続 

調査結果の概要 対 策 
〔確認された事象〕 
○第 17 回定検（平成 11 年～12 年）にアクシデントマネジメント＊１対策として改造工事を行った際に追加で設置した復水補給水系＊２－消火系連
絡配管のドレン・ベント配管が、放射性物質を含む水を取り扱うファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることが
確認された。 
＊１：アクシデントマネジメント：事故発生時、それがシビアアクシデントに拡大するのを防いだり、シビアアクシデントに拡大した場合でも、

その影響を緩和するための措置。 
＊２：復水補給水系：プラント内で使用した水を廃棄物処理系で処理し、発電所の運転に必要な復水として使用する系統 

 
〔推定原因〕 
○当社は、復水補給水系のファンネルへの接続先を決定するにあたり、現場でのアクセス性を考慮して、近傍にあったＳＤファンネルに接続する
こととした。施工企業は当社の指示通りに現場施工し、ＳＤファンネルに接続することに疑問を持たなかった。当社は、復水補給水系は基本的
にはトリチウム以外の放射性核種はほとんど含まれないことや、当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことから、ＳＤファンネ
ルに接続することに疑問を持たなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○当該ドレン配管をＳＤファンネルから切り離し

閉止した。 

○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続

的な教育によるトリチウムに対する意識向上に

より、同様な不具合は発生しないものと考えられ

る。 
 

 

 
 

 

〔系統概略図〕 

 

各消火栓へ 

各負荷へ 

復水移送ポンプ 

消火ポンプ 

ろ過水タンク 

 

復水貯蔵タンク 

ＳＤファンネル 

「操作禁止」札取付 

 （４箇所） 

［現場状況］ 

【是正措置】 
当該ドレン配管をＳＤファンネルから

切り離し閉止 

 

 
 

 
 

閉止 

閉止

中間
ファンネル

中間ファンネル 

ＳＤファンネル
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

６ 福島第二原子力発電所 1 号機 原子炉建屋 残留熱除去冷却系調圧タンク（Ａ）廻りドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理

系のファンネルに接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性

の系統の境界近傍からのドレン配管の接続先は、

放射性液体廃棄物処理系のファンネルとするこ

とを明確にしており、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（A）に接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインのうち、両系の境界弁より RHRC
側に設置されるドレン配管がＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 

 
〔推定原因〕 

○福島第二１・２号機の建設当時の設計の考え方では、境界弁より RHRC 側の供給ラインのドレン配管は、RHRC の設計の考え方に従いＳＤフ

ァンネルに導くこととしており、この考え方に基づき設計がなされ、施工されたことを確認した。 
○その後、昭和５５年以降に建設着工した福島第二３・４号機の設計から、供給ラインの RHRC 側のドレンであっても放射性液体廃棄物処理系

のファンネルに導くよう設計変更を行っており、現在の設計の考え方も放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続することから、現在の設計

の考え方に照らして誤接続と判断した。 
 
 

〔系統概略図〕 
 
 

 
 

 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

現在の設計の考え方に従ったライン 

誤接続と確認されたライン 

 

ドレン配管 

SD ファンネルから切り離し仮設ホースに

て放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に排出するよう暫定措置を実施 

使用済燃料プールへ

復水貯蔵タンク 

残留熱除去冷却系(RHRC)

調圧タンク（A） 

ドレン弁 

境界弁 

万が一のFPMUW系統水の流

入を考慮（設計変更） 

RC-6021 

過去の FPMUW 系機器の点検において、

RHRC 調圧タンク（B）廻りのドレン配管

がFPMUW系の水張り時の満水確認に使用

されており、RHRC 調圧タンク（A）廻り

のドレン配管から SD ファンネルへの排出

はなかった。 

ＳＤ 

ファンネル 

燃料プール補給水系 

(FPMUW)ポンプ 

純水補給水系 

（MUWP）より 

残留熱除去冷却系 

（RHRC）A 系へ 
放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更  

閉止

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

RC-6021
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

７ 福島第二原子力発電所１号機 原子炉建屋 残留熱除去冷却系調圧タンク（Ｂ）廻りドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統の境界近

傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルとすることを明確にしており、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（B）に接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインのうち、両系の

境界弁より RHRC 側に設置されるドレン配管がＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 
 
〔推定原因〕 

○福島第二１・２号機の建設当時の設計の考え方では、境界弁より RHRC 側の供給ラインのドレン配管は、RHRC の設計の

考え方に従いＳＤファンネルに導くこととしており、この考え方に基づき設計がなされ、施工されたことを確認した。 
○その後、昭和５５年以降に建設着工した福島第二３・４号機の設計から、供給ラインの RHRC 側のドレンであっても放射性

液体廃棄物処理系のファンネルに導くよう設計変更を行っており、現在の設計の考え方も放射性液体廃棄物処理系のファン

ネルに接続することから、現在の設計の考え方に照らして誤接続と判断した。 
 
 
〔系統概略図〕 
 
 
 
 

 
 

 

使用済燃料プールへ 

復水貯蔵タンク 

残留熱除去冷却系(RHRC) 

調圧タンク（B） 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

現在の設計の考え方に従ったライン 

誤接続と確認されたライン 

燃料プール補給水系 

(FPMUW)ポンプ 

万が一のFPMUW系統水の流

入を考慮（設計変更） 

RC-6019 

SD ファンネルから切り離し仮設ホース

にて放射性液体廃棄物処理系のファン

ネルに排出するよう暫定措置を実施

残留熱除去冷却系 

（RHRC）B 系へ 

純水補給水系 

（MUWP）より 

ドレン弁 

境界弁 

ドレン配管 

ＳＤ 

ファンネル 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

RC-6019
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

８ 福島第二原子力発電所１号機 原子炉建屋 燃料プール補給水ポンプ出口流量検出器ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な

教育によるトリチウムに対する意識向上により、同様

な不具合は発生しないものと考えられる。 
 

 

〔確認された事象〕 
○燃料プール補給水系（FPMUW）のポンプ出口流量計検出配管＊１のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続され

るべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。 
＊１：FPMUW 系のポンプ出口流量を検出する配管で、検出配管には純水（MUWP）が充填されている。 

 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、計器ドレンの排出先は計測対象のプロセス流体（FPMUW）を処理する場合と同じ、放

射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続することになっており、建設時にも放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続するよう

設計がなされていたが、放射性液体廃棄物処理系のファンネルのすぐ手前にＳＤファンネルがあり、誤ってこれに接続したものと推

定される。 

○なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことから、ＳＤファンネルに接続すること自体に疑問を持たず、誤

接続に至ったものと推定される。 

 
 
〔系統概略図〕 
                                      

 

 
 

 

プロセス流体（FPMUW：橙色部）と検

出配管の充填水（純水：水色部）は接してい

るため、プロセス流体が検出配管内に拡散す

ることが懸念されるが、通常の計器点検にお

いては、計器ラック入口弁及びドレン弁は

「全閉」しており SD ファンネルに排出する

ことはない。 
なお、計器点検後は、計器テスト弁から純

水を充填し、プロセス側の母管まで計装配管

を逆流させるように水張り操作を行う。 

    燃料プール補給水系（トリチウム含む）  

    検出配管（純水充填部） 

    本来接続すべきライン 

    誤接続と確認されたライン 

燃料プール補給水系 
（FPMUW）  

流量検出器  

計器テスト弁  
（水抜き，水張り口）   

計器弁   

検出元弁 
 

検出座 
 

  
 

プロセス流体と接している状態 

   

ドレン弁   
 

 

 
 

  
  

RC-1306 

ＳＤファンネル

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止

放射性液体廃棄物 

処理系ファンネル 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

９ 福島第二原子力発電所１号機 タービン建屋 再生水補給水系ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルに接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教

育によるトリチウムに対する意識向上により、同様な不

具合は発生しないものと考えられる。 
 

 

 

〔確認された事象〕 
○再生水補給水系（MUWT）ドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続

されていることが確認された。 
 

〔推定原因〕 
○建設当時から現在までの設計の考え方では、MUWT ドレンの排出先は放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ導くこととしている

が、当該ドレン箇所近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったことから、ドレン配管の接続箇所をプラントメーカが再

検討した結果、MUWT は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、ＳＤファンネルへ接続する設計としたと推定される。

なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 

〔系統概略図〕                         
                                         

 
 

 

 

 

 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

集合ファンネル 

本来接続すべきライン 

再生水補給水系（トリチウム含む） 

誤接続と確認されたライン 

再生水補給水系（MUWT） 

【廃棄物処理建屋より】 

タービン建屋２階・３階

タービン建屋１階へ 

TC-0067 

ドレン弁 

ＳＤファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

 

 
 

 
 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

新設ドレン配管 

新設ドレン配管

ドレン弁
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１０ 福島第二原子力発電所１号機 タービン建屋 復水浄化系復水ろ過設備 補給水ドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統の境界近

傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルとすることを明確にしており、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○復水浄化系復水ろ過設備への補給水である復水補給水系（MUWC）ドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに

接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。 
 

〔推定原因〕 
○本系統は、復水浄化系復水ろ過設備への補給水源として、MUWC を復水ろ過器の補給水に使用し、純水補給水系（MUWP）
をプリコートタンク＊１の補給水に使用する設計であった。当該ドレン配管は、MUWP とＭＵＷＣが手動弁でつながってい

る配管に接続されていた。 
○建設当時から現在までの設計の考え方では、MUWP はＳＤファンネル、MUWC は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに

導くこととしており、プリコートタンクには主にＭＵＷＰを使用するため、当該ドレン配管をＳＤファンネルへ接続する設

計としたと推定される。 
○しかしながら、プリコートタンクには MUWC も使用することを考慮し、当該ドレン配管を放射性液体廃棄物処理系ファン

ネルへ接続する設計とすべきであったが、設計の配慮が不足していた。 
○その後、平成 19 年 11 月に実施した改造工事に伴う運用変更を行い、MUWP 側配管を切断しプリコートタンクの補給水源

として MUWC を使用するラインに変更したが、この時点で当該ドレン配管が、建設当時から接続が不適切と思わなかった

ため、排出先の変更については検討が十分にされず、ＳＤファンネルに接続したままとなった。 
＊１：復水ろ過器のフィルターに樹脂をコーティングする際に使用するタンク。 
〔系統概略図〕 
 
 

 

 
 

 
 

 

【従来のライン】 【現状のライン】 

復水ろ過器（ＣＦ）へ 

プリコートタンクへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

復水補給水系（MUWC）より 復水ろ過器（ＣＦ）へ 復水補給水系（MUWC）より 

純水補給水系（MUWP）より 純水補給水系（MUWP）より プリコートタンクへ 

ドレン弁 
ドレン弁 

切断箇所 

TC-0001 

TC-0001 

復水補給水系（トリチウム含む） 
純水補給水系（トリチウム含まず） 

設計の考え方に従って接続すべきライン 
誤接続と確認されたライン 

ＳＤ 

ファンネル 

放射性液体廃棄物 

処理系ファンネル 
ＳＤ 

ファンネル 

手動弁 手動弁 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

 

 

 

 

切り離し 

ドレン弁 

放射性液体廃棄物 

処理系ファンネル 

新設 

ドレン配管
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１１ 福島第二原子力発電所１号機 タービン建屋 復水浄化系ろ過器圧力指示計ドレン配管の接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管をＳＤファンネルから切り離し閉止

した。 
○現在の設計においては、ドレン配管の接続先をプロ

セス流体のドレン接続先とあわせることを明確にし

ており、同様な不具合は発生しないものと考えられ

る。 
 
 

 

〔確認された事象〕 

○復水浄化系ろ過器（CF）の補給水である復水補給水系（MUWC）の逆洗用水入口圧力計検出配管＊１及び溶液Ａ移送ポンプ吐出圧力計検

出配管＊１のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続すべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。

＊１：逆洗用水入口圧力及び溶液Ａ移送ポンプ吐出圧力を検出する配管で、検出配管には計器側から純水（MUWP）が充填されている。

 

〔推定原因〕 

（１）逆洗用水入口圧力計 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、計器ドレンの排出先は計測対象のプロセス流体（MUWC）を処理する場合と同じ放射性液

体廃棄物処理系のファンネルへ接続すべき配管であったが、建設当時は、その考え方が文書で明確になっていなかった。 

○このため、接続箇所が明確に指示されず、さらに施工図にはファンネル番号が記載されていなかったことから、隣接するＳＤファンネル

に誤って接続したものと推定される。 

（２）溶液Ａ移送ポンプ吐出圧力計 

○建設当時から現在までの設計の考え方では MUWP はＳＤファンネルに導くこととしており、当該圧力計は主に MUWP が通水されるた

め計器ドレンの排出先はＳＤファンネルに接続されていたが、MUWC も使用することを考慮し放射性液体廃棄物処理系ファンネルへ接

続されるべきであり、設計の配慮が不足していた。 

○その後、平成１９年１１月の改造工事に伴う運用変更により MUWP 配管を切断しプリコートタンク補給水源として MUWC を使用する

ラインに変更したが、この時点で当該ドレン配管が、建設当初から接続が不適切と思わなかったため、排水先の変更については検討が十

分にされず、ＳＤファンネルに接続したままとなった。 

 

 

 
 

 
 

【現状】 

復水補給水系（トリチウム含む） 

純水補給水系（トリチウム含まず） 

検出配管（純水充填部） 

本来接続すべきライン 

誤接続と確認されたライン 

TC-0001 圧力計圧力計 

計器入口弁 ドレン弁 

プロセス流体と接している状態 

復水補給水系
（MUWC） 

純水補給水系

（MUWP） 

ろ過器へ 

プリコート

タンクへ 

溶液Ａ移送ポンプ 

吐出圧力計 

逆洗用水入口 

圧力計 

TC-0001 

計器テスト弁 

MUWP 水張り 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

ＳＤファンネル

逆洗用水入口 

圧力計 

【当初の設計】 

計器テスト弁 

MUWP 水張り 

計器入口弁 
ドレン弁 

復水補給水系 
（MUWC） 

純水補給水系 

（MUWP） 

ろ過器へ 

プリコート

タンクへ 

プロセス流体と接している状態 

溶液Ａ移送ポンプ 

吐出圧力計 

圧力計 圧力計 

ＳＤ 

ファンネル 

TC-0001 

〔系統概略図〕 

プロセス流体（MUWC：橙

色部）と検出配管の充填水

（純水：水色部）は接してい

るため、プロセス流体が検出

配管内に拡散することが懸

念されるが、計器点検及び交

換時に計器入口弁及びドレ

ン弁は「全閉」しており SD
ファンネルに流入すること

はない。 
なお，検出器点検後は，計器

テスト弁から純水を充填し、

プロセス側の母管まで計装

配管を逆流させるように水

張り操作を行う。 
【是正措置】 
当該ドレン配管をＳＤファンネルから切り離し閉止 

閉止 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１２ 福島第二原子力発電所２号機 原子炉建屋 残留熱除去冷却系調圧タンク（Ａ）廻りドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配

管を設置し、そのドレン配管は放射性液体廃棄物処理系

のファンネルに接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統

の境界近傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃

棄物処理系のファンネルとすることを明確にしており、

同様な不具合は発生しないものと考えられる。 

 

〔確認された事象〕 
○残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（A）に接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインのうち、両系の境界弁より

RHRC 側に設置されるドレン配管がＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 
 
〔推定原因〕 

○福島第二１・２号機の建設当時の設計の考え方では、境界弁より RHRC 側の供給ラインのドレン配管は、RHRC の設計の考え方に従

いＳＤファンネルに導くこととしており、この考え方に基づき設計がなされ、施工されたことを確認した。 
○その後、昭和５５年以降に建設着工した福島第二３・４号機の設計から、供給ラインの RHRC 側のドレンであっても放射性液体廃棄

物処理系のファンネルに導くよう設計変更を行っており、現在の設計の考え方も放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続するこ

ととしていることから、現在の設計の考え方に照らして誤接続と判断した。 
 
〔系統概略図〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

現在の設計の考え方に従ったライン 

誤接続と確認されたライン 

使用済燃料プールへ 

ベント配管 

復水貯蔵タンク

境界弁 

ドレン弁 

RS-7002 

・過去の点検において、FPMUW から RHRC への補給

水ラインに設置された弁点検等を行う際の水抜き

は、FPMUW のベント弁を開け水が排出された後に

実施していることを確認した。 
・当該境界弁は上記ベント弁より設置位置が高いため、

ベント弁を開けると境界弁より上流はFPMUW側に

排出されるため、その後に境界弁を開けても RHRC
側に FPMUW 系統水が流入しない。 

純水補給水系 

（MUWP）より 

燃料プール補給水系(FPMUW) 

ポンプ 

残留熱除去冷却系（RHRC） 

調圧タンク（A） 

残留熱除去冷却系 

（RHRC）A 系へ SD ファンネルから切り離し仮設ホース

にて放射性液体廃棄物処理系のファン

ネルに排出するよう暫定措置を実施 

ＳＤファンネル 放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

万が一のFPMUW系

統水の流入を考慮

（設計変更） 
放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのド

レン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続 

閉止 

閉止 

隔離弁 

新設ドレン配管

 
放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

隔離弁 

RS-7002
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１３ 福島第二原子力発電所２号機 原子炉建屋 残留熱除去冷却系調圧タンク（B）廻りドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配

管を設置し、そのドレン配管は放射性液体廃棄物処理系

のファンネルに接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統

の境界近傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃

棄物処理系のファンネルとすることを明確にしており、

同様な不具合は発生しないものと考えられる。 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（B）に接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインのうち、両系の境界弁より

RHRC 側に設置されるドレン配管がＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 
 
〔推定原因〕 

○福島第二１・２号機の建設当時の設計の考え方では、境界弁より RHRC 側の供給ラインのドレン配管は、RHRC の設計の考え方に従

いＳＤファンネルに導くこととしており、この考え方に基づき設計がなされ、施工されたことを確認した。 
○その後、昭和５５年以降に建設着工した福島第二３・４号機の設計から、供給ラインの RHRC 側のドレンであっても放射性液体廃棄

物処理系のファンネルに導くよう設計変更を行っており、現在の設計の考え方も放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続すること

から、現在の設計の考え方に照らして誤接続と判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔系統概略図〕 

ベント配管 

復水貯蔵タンク

使用済燃料プールへ 

純水補給水系 

（MUWP）より 

RS-7004 

・過去の点検において、FPMUW から RHRC への補給

水ラインに設置された弁点検等を行う際の水抜きは、

FPMUW のベント弁を開け水が排出された後に実施

していることを確認した。 
・当該境界弁は上記ベント弁より設置位置が高いため、

ベント弁を開けると境界弁より上流は FPMUW 側に

排出されるため、その後に境界弁を開けても RHRC
側に FPMUW 系統水が流入しない。 

燃料プール補給水系(FPMUW) 

ポンプ 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

現在の設計の考え方に従ったライン 

誤接続と確認されたライン 

残留熱除去冷却系（RHRC） 

調圧タンク（B） 

残留熱除去冷却系 

（RHRC）B 系へ 

SD ファンネルから切り離し仮設ホース

にて放射性液体廃棄物処理系のファン

ネルに排出するよう暫定措置を実施

ドレン弁 

境界弁 

ＳＤファンネル 放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

万が一のFPMUW系

統水の流入を考慮

（設計変更） 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

閉止 

【是正措置】 
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのド

レン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続 

隔離弁

新設ドレン配管

 

閉止

放射性液体廃棄物 

処理系ファンネル 

隔離弁 

RS-7004 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１４ 福島第二原子力発電所２号機 原子炉建屋 高圧炉心スプレイ補機冷却系サージタンク廻りドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置

し、そのドレン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接

続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統の境界近

傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルとすることを明確にしており、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 

 

〔確認された事象〕 
○高圧炉心スプレイ補機冷却系（HPCSC）のサージタンクに接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインのうち、

両系の境界弁より HPCSC 側に設置されるドレン配管がＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 
 
〔推定原因〕 

○福島第二１・２号機の建設当時の設計の考え方では、境界弁より HPCSC 側の供給ラインのドレン配管は、HPCSC の設計

の考え方に従いＳＤファンネルに導くこととしており、この考え方に基づき設計がなされ、施工されたことを確認した。 
○その後、昭和５５年以降に建設着工した福島第二３・４号機の設計から、供給ラインの HPCSC 側のドレンであっても放射

性液体廃棄物処理系のファンネルに導くよう設計変更を行っており、現在の設計の考え方も放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルに接続することから、現在の設計の考え方に照らして誤接続と判断した。 
 
〔系統概略図〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（トリチウム含まず） 

現在の設計の考え方に従ったライン 

誤接続と確認されたライン 復水貯蔵タンク

高圧炉心スプレイ補機冷却系

（HPCSC）サージタンク 

ベント配管 

使用済燃料プールへ 

高圧炉心スプレイ 
補機冷却系（HPCSC）へ 

RS-6014 

燃料プール補給水系(FPMUW) 

ポンプ 

純水補給水系 

（MUWP）より 

SD ファンネルから切り離し仮設ホースに

て放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に排出するよう暫定措置を実施

・過去の点検において、FPMUW から HPCSC への補

給水ラインに設置された弁点検等を行う際の水抜き

は、FPMUW のベント弁を開け水が排出された後に実

施していることを確認した。 
・当該境界弁は上記ベント弁より設置位置が高いため、

ベント弁を開けると境界弁より上流は FPMUW 側に

排出されるため、その後に境界弁を開けても HPCSC
側に FPMUW 系統水が流入しない。 

ドレン弁 

境界弁 

ＳＤファンネル 

万が一のFPMUW系統

水の流入を考慮（設

計変更） 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 
閉止 

【是正措置】 
燃料プール補給水系供給ラインに隔離弁及びドレン配管を設置し、そのド

レン配管は放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続 

 
閉止 

 

隔離弁

新設ドレン配管 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

RS-6014

隔離弁 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１５ 福島第二原子力発電所３号機 原子炉建屋 復水補給水系 ＲＰＶ／ＰＣＶ注水流量検出器ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な

教育によるトリチウムに対する意識向上により、同様

な不具合は発生しないものと考えられる。 
 

 

 

〔確認された事象〕 
○復水補給水系（MUWC）のＲＰＶ／ＰＣＶ注水流量計＊１のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系ファンネルに接続されるべきとこ

ろ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。 
＊１：ＲＰＶ／ＰＣＶへの MUWC の注水流量を検出する配管で、検出配管には流量検出器側から純水（MUWP）が充填されている。

 
〔推定原因〕 

○当該ドレン配管は、平成 13 年 6 月に新設されたものであり、当時の設計の考え方では、計器ドレンの排出先は計測対象のプロセス流

体（MUWC）を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべき配管であったが、当時はトリチウムの放出管理に対する認

識が低く、配管施工図では当該ドレン配管の接続先がＳＤファンネルに接続する設計となっており、誤接続に至ったものと推定される。

 
〔系統概略図〕 

 

 
 

 

プロセス流体（MUWC：橙色部）と検出配管の

充填水（純水：水色部）は接しているため、プ

ロセス流体が検出配管内に拡散することが懸念

されるが、通常の計器点検においては、計器弁、

及びドレン弁は「全閉」しており SD ファンネ

ルに排出することはない。  
なお、検出器点検後は、計器テスト弁から純水

を充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆

流させるように水張り操作を行う。 

 

流量検出器 

計器テスト弁 
（水抜き，水張り口） 

計器弁 

検出元弁 

検出座 

ファンネル
入口弁 

プロセス流体と
接している状態

ドレン弁 
SD

RC-44051
LCW

復水補給水系 
(MUWC) 

    復水補給水系（トリチウム含む）  

    検出配管（純水充填部） 

    本来接続すべきライン 

    誤接続と確認されたライン 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

ＳＤファンネル

RC-44051

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

閉止 

新設ドレン配管 

新設ドレン配管 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１６ 福島第二原子力発電所３号機 タービン建屋 復水ろ過装置流量及び圧力検出器ドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な

教育によるトリチウムに対する意識向上により、同様

な不具合は発生しないものと考えられる。 
 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○復水浄化系ろ過器（CF）のプリコート流量検出器＊１及び復水補給水系（MUWC）二次側圧力検出器＊１のドレン配管が、放射性液体

廃棄物処理系ファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。 
＊１：プリコート流量及び復水補給水二次側圧力を検出する配管で、検出配管には、計器側から純水(MUWP)が充填されている。 

 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、計器ドレンの排出先は計測対象のプロセス流体（CF）の処理する場合と同じ、放射性液

体廃棄物処理系ファンネルに接続することになっていたが、当該ドレン配管のある計器ラック近傍には放射性液体廃棄物処理系ファン

ネルがないため検討の結果、MUWC は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、近傍のＳＤファンネルに接続する設計とし

たものと推定される。なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 

 
〔系統概略図〕   
                              
                              

 

 

プロセス流体（CF：橙色部）と検出配管の充填水（純水：水色部）は

接しているため、プロセス流体が検出配管内に拡散することが懸念され

るが、検出配管内の水は静止流体であり接触面積が極わずかであること、

且つ検出配管長が長いことから、計器点検後のエアーベント時及び計器

交換での水抜き時にドレンとして排出される可能性のある充填水にプロ

セス流体は含まれておらず、排出したドレンは純水と考えられる。 
なお、検出器点検後は、計器テスト弁から純水を充填し、プロセス側

の母管まで計装配管を逆流させるように水張り操作を行う。 

  

流量検出器 
 

計器テスト弁 
  （水抜き，水張り口） 

  

計器弁   

検出元弁   
検出座   

   
  

ドレン弁 
  

  
  

 

 

検出元弁 

圧力検出器 

計器弁 

ドレン弁 

検出座

ベント 
弁 

TC-07101 

ＳＤ 

ファンネル 

復水ろ過系（トリチウム含む） 

検出配管（純水充填部） 

本来接続すべきライン 

誤接続と確認されたライン 

復水補給水系 

（MUWC） プロセス流体と 
接している状態 ろ過器 

（CF） 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

閉止 

新設ドレン配管
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１７ 福島第二原子力発電所４号機 原子炉建屋 非常用ディーゼル発電設備冷却系サージタンク（A）廻りドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計においては、放射性の系統と非放射性の系統

の境界近傍からのドレン配管の接続先は、放射性液体廃

棄物処理系のファンネルとすることを明確にしており、

同様な不具合は発生しないものと考えられる。 

 
 

 

 

〔確認された事象〕 
○非常用ディーゼル発電設備冷却系（EECW）サージタンク（A）に接続される燃料プール補給水系（FPMUW）供給ラインの EECW

ドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるところＳＤファンネルに接続されていることが確認された。 
 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、FPMUW 系統水が流入する当該ドレンの排出先は、放射性液体廃棄物処理系のファンネ

ルにすべき配管であったが、配管施工図では当該ドレン配管の接続先がＳＤファンネルに接続する設計となっており、誤接続に至った

ものと推定される。なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 
 
〔系統概略図〕 
 

 

 

純水補給水系 

（MUWP）より 

使用済燃料プールへ 

非常用ディーゼル発

電設備冷却系(EECW)

サージタンク(A) 

復水貯蔵タンク 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

非常用ディーゼル発電設備冷却系（トリチウム含まず） 

本来接続すべきライン 

誤接続と確認されたライン 

燃料プール補給水系(FPMUW)

ポンプ 

非常用ディーゼル発電設

備冷却系(EECW)A 系へ 

万が一のFPMUW系統水の流

入を考慮（設計変更） 

・FPMUW 系の補給水ラインに設置された境界弁は運

転中・定検中ともに開閉操作をしないため、SD ファ

ンネルへの FPMUW 系統水の流入はない。 
・境界弁は過去に点検を実施していることから、当時の

作業要領を確認した結果、境界弁の点検前の

FPMUW系統水抜きではFPMUW系側に排出してい

ること、点検後の水張りは当該弁を閉めてしているこ

とから、SD ファンネルに FPMUW 系統水が流入し

た可能性はない。 

RS-6001 

SD ファンネルから切り離し仮設ホース

にて放射性液体廃棄物処理系のファン

ネルに排出するよう暫定措置を実施

ドレン弁 

境界弁 

ドレン配管 

ＳＤファンネル放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

 閉止

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

RS-6001 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１８ 福島第二原子力発電所４号機 原子炉建屋 燃料プール補給水系～残留熱除去冷却系調圧タンク（A）非常用補給水配管ベント配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育による

トリチウムに対する意識向上により、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○燃料プール補給水系（FPMUW）から残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（Ａ）への供給ライン上に設置されている

ベント配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるところ、ＳＤファンネルに接続されていることが確認さ

れた。 
 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、FPMUW の排水先は放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ導くこととしてい

るが、当該ベント配管の近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったことから、ベント配管の接続箇所をプラン

トメーカで再検討した結果、FPMUW は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、ＳＤファンネルへ接続する設計

としたものと推定される。なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 
〔系統概略図〕 

 

使用済燃料プールへ 
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純水補給水系 

（MUWP）より 

残留熱除去冷却系 
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燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

本来接続すべきであったライン 

誤接続と確認されたライン 

燃料プール補給水系 

(FPMUW)ポンプ 

ベント弁 

境界弁 

ベント配管 

ＳＤ 

ファンネル 
放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

閉止
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

１９ 福島第二原子力発電所４号機 原子炉建屋 燃料プール補給水系～残留熱除去冷却系調圧タンク（B）非常用補給水配管ベント配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育による

トリチウムに対する意識向上により、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 
 

 

 

〔確認された事象〕 
○燃料プール補給水系（FPMUW）から残留熱除去冷却系（RHRC）の調圧タンク（Ｂ）への供給ライン上に設置されている

ベント配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるところ、ＳＤファンネルに接続されていることが確認さ

れた。 
 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、FPMUW の排水先は放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ導くこととしてい

るが、当該ベント配管の近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったことから、ベント配管の接続箇所をプラン

トメーカで再検討した結果、FPMUW は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、ＳＤファンネルへ接続する設計

としたものと推定される。なお、建設当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 
〔系統概略図〕 
 
 
 
 

 

 

使用済燃料プールへ 

復水貯蔵タンク 

ベント配管 

RS-7003 

残留熱除去冷却系（RHRC） 

調圧タンク（B） 

純水補給水系 

（MUWP）より 

残留熱除去冷却系 

（RHRC）B 系へ 

燃料プール補給水系（トリチウム含む） 

残留熱除去冷却系（トリチウム含まず） 

本来接続すべきであったライン 

誤接続と確認されたライン 

燃料プール補給水系 

(FPMUW)ポンプ 

ベント弁 

境界弁 

ベント配管 

ＳＤ 

ファンネル 

放射性液体廃棄物処理系

ファンネル 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２０ 福島第二原子力発電所４号機 原子炉建屋 放射性ドレン移送系 Ｒ／Ｂ付属棟低電導度廃液サンプ（Ａ）出口流量検出器ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルに接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育

によるトリチウムに対する意識向上により、同様な不具合

は発生しないものと考えられる。 
 
 
 

 

〔確認された事象〕 
○放射性ドレン移送系（RD）のＲ／Ｂ付属棟低電導度廃液サンプ（Ａ）出口流量計＊１のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系ファ

ンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続されていることを確認した。 
＊１：Ｒ／Ｂ内機器からのドレン水などを処理するサンプピットの出口流量を検出する配管で、検出配管には流量検出器側から純水

（MUWP）が充填されている。 
 
〔推定原因〕 

○建設当時から現在までの設計の考え方では、計器ドレンの排出先は計測対象のプロセス流体（RD）を処理する場合と同じ放射性液

体廃棄物処理系のファンネルに接続することになっており、建設時には、その考え方にしたがって放射性液体廃棄物処理系のファ

ンネルに接続するよう設計されていた。 

○施工の際に放射性液体廃棄物処理系ファンネルの手前にＳＤファンネルがあり、ファンネル番号も酷似していたことから、誤って

これに接続したものと推定される。 
  
〔系統概略図〕 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

プロセス流体（RD：橙色部）と検出配管の充填

水（純水：水色部）は接しているため、プロセス

流体が検出配管内に拡散することが懸念される

が、検出配管内の充填水は静止流体であり接触面

積が極わずかであること、且つ検出配管長が長い

ことから、計器点検及び交換時にドレンとして排

出される可能性のある充填水にプロセス流体は

含まれておらず、排出したドレンは純水と考えら

れる。 
なお、検出器点検後は、計器テスト弁から純水を

充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆流さ

せるように水張り操作を行う。 

    放射性ドレン移送系（トリチウム含む）  

    検出配管（純水充填部） 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２１～２４ 福島第二原子力発電所 廃棄物処理建屋 1，2 号機廃棄物処理建屋 再生水補給水系ドレン配管における接続（①，②，③，④） 
調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のファンネル

に接続した。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育による

トリチウムに対する意識向上により、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 

 

〔確認された事象〕 
○再生水補給水系（MUWT）ドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系ファンネルに接続されるべきところＳＤファンネルに接

続されていることが確認された。 
 

〔推定原因〕 
○建設当時から現在までの設計の考え方では、MUWT ドレンの排出先は、放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ導くことと

しているが、当該ドレン箇所近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったことから、ドレン配管の接続箇所をプ

ラントメーカで再検討した結果、MUWT は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、ＳＤファンネルへ接続する設

計としたと推定される。なお、建設当時は、トリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 

〔系統概略図〕 
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高電導度 
(HCW) 

貯留水ポンプ 

高電導度(HCW）濃縮器 

これまでの運用を確認した結果、当該

ドレン弁の操作実績がないことから

SD ファンネルへの排出はなかった。 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 
２５ 福島第二原子力発電所 廃棄物処理建屋 １号機トレンチ内 再生水補給水系ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を切断・閉止し SD ファンネルと隔離した。今後、

当該ドレン配管を使用しないこととした。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育による

トリチウムに対する意識向上により、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 

 

〔確認された事象〕 
○再生水補給水系（MUWT）のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系ファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネル

に接続されていることが確認された。 
 

〔推定原因〕 
○建設当時から現在までの設計の考え方では、MUWT ドレンの排出先は、放射性液体廃棄物処理系のファンネルへ導くこと

としているが、当該ドレン箇所近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったことから、ドレン配管の接続箇所を

プラントメーカが再検討した結果、MUWT は基本的に放射性核種をほとんど含まないことから、ＳＤファンネルへ接続す

る設計としたと推定される。なお、建設当時は、トリチウムの放出管理に対する認識が低かったことを確認した。 
 
 
〔系統概略図〕 
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ファンネルへの排出はなかった。 

放射性液体廃棄物処理系 

ファンネル 

本来接続すべきライン 
ＳＤ 

ファンネル 

SD ファンネルから切り離し閉

止キャップ取付処置を実施 

ドレン弁 

【是正措置】 
当該配管をＳＤファンネルから

切り離し閉止 

閉止 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２６ 福島第二原子力発電所 廃棄物処理建屋 １号機トレンチ内 復水補給水系ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

○当該ドレン配管を切断・閉止し SD ファンネルと隔離した。今後、

当該ドレン配管を使用しないこととした。 
○現在の設計管理、工事監理の仕組みに加え、継続的な教育による

トリチウムに対する意識向上により、同様な不具合は発生しない

ものと考えられる。 
 

 
 

 

〔確認された事象〕 
○復水補給水系(MUWC)のドレン配管が、本来は閉止等処置されるべきところＳＤファンネルに接続されていることが確認さ

れた。 
 

〔推定原因〕 
○当該配管は MUWC 系統の建設時の耐圧試験、配管洗浄作業に使用した清浄な水の排出用にＳＤファンネルに接続されたも

ので、運転開始以降は使用しないためＳＤファンネルから切り離すべきであったが、建設時の作業が完了した後に切断・閉

止の処置が行われないまま現状に至ったものと推定される。なお、建設当時は、トリチウムの放出管理に対する認識が低か

ったことを確認した。 
 
 
〔系統概略図〕 
 
 
 

 

１号機T/B 

復水移送ポンプ 

廃棄物処理建屋

２号機T/B 

復水移送ポンプ 

WC-1512 

P13-F559 

本来実施すべき処置（切断・閉止） 

復水補給水系(トリチウム含む) 

誤接続と確認されたライン 

これまでの運用を確認した結果、当該

ドレン弁の操作実績がないことから

SD ファンネルへの排出はなかった。 

ＳＤ 

ファンネル 

SD ファンネルから切り離し閉

止キャップ取付を実施 

切断・閉止 
ドレン弁 【是正措置】 

当該配管をＳＤファンネルから

切り離し閉止 

 

閉止 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２７ 柏崎刈羽原子力発電所１号機 格納容器酸素分析計ドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

〔確認された事象〕 
○Ｄ／Ｗ酸素分析計ドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファンネルに接続されている箇

所が１箇所確認された。 
 
〔推定原因〕 

○プラントメーカの設計では、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続することとしていたが、当該分析計が設置されたラックの詳

細設計が遅くなってしまい、ラック近傍に放射性液体廃棄物処理系のファンネルが設置されなかった。建設時に、当該分析計の設置工

事を実施するサンプリングメーカが施工図書を作成したが、サンプリングメーカとプラントメーカとの間で十分な調整及び整合性確認

がないまま、施工図書に接続先を近傍のＳＤファンネルと記載し、そのまま施工されてしまった。 

 

 

〔系統概略図〕 
 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 

○現在は、サンプリングメーカによる施工図書の作成後

に、プラントメーカ設計者が確認を行うよう改善され

ており、同様な不具合は発生しないものと考えられる。

 

 

  

凝縮水

ストームドレン
ファンネル

放水口

廃棄物処理建屋

において廃液処理

液体放射性廃棄物処理系
ファンネル

高電導度
廃液

収集タンク

脱湿されたＮ２が戻る

原子炉格納容器

空間部のＮ２を吸引

酸素分析計

ポンプ

空間部のＮ２を吸引

約210cm3/月 発生

冷
却
器

Ｏ２

　　　　　今回、排出間違いが確認されたライン

　　　　　本来、接続すべきであったライン

ストーム
ドレン
サンプ

ストーム
ドレン

収集タンク

高電導度
廃液

サンプ

ポンプ

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル

閉止

下の階の 

ファンネルへ

当該ドレン配管 

 放射性液体廃棄物処理系 

  ファンネル 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２８ 柏崎刈羽原子力発電所１号機 原子炉隔離時冷却系蒸気管差圧検出配管ドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

〔確認された事象〕 
○原子炉隔離時冷却系蒸気管差圧検出配管＊１のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続されるべきところ、ＳＤファ

ンネルに接続されている箇所が１箇所確認された。 
*１：ＲＣＩＣタービンの駆動蒸気の差圧を検出する配管で、検出配管には差圧発信器側から純水(ＭＵＷＰ)が充填されている。 

 
〔推定原因〕 

○計器ドレンの排出先は、計測対象のプロセス流体を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべきであるが、設計当時はそ

の考え方が文書で明確化されていなかったため、当該箇所は設計段階からＳＤファンネルに接続されたものと推定される。 

 
 
〔系統概略図〕 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計においては、ドレン接続先をプロセス流体

のドレン接続先とあわせることを明確にしており、同

様な不具合は発生しないものと考えられる。 
 

  

ファンネル入り口弁 

放射性液体廃棄物処理系ファンネル 

プロセス流体と接している状態 

検出元弁 

検出座 

計器弁 

計装ラック 
入り口弁 

ＤＰＴ 

計器テスト弁 
（水抜き、水張り口） 

プロセス流体（ＲＣＩＣ駆動蒸気）と検出配管

の充填水（純水）は接しているため、プロセス

流体が検出配管内に拡散することが懸念される

が、検出配管内の水は静止流体であり接触面積

が極わずかであること且つ検出配管長が長いこ

とから、計器点検時にドレンとして排出される

可能性のある計器廻りの水中にプロセス流体は

含まれておらず、排出したドレンは純水と考え

られる。 

計器点検後のインサービスにあたっては、計器テスト弁か

ら純水を充填し、プロセス側の母管まで計装配管を逆流さ

せるように水張り操作を行う。 

→：今回、排出間違いがあったライン 
→：本来接続すべきであったライン 

ＳＤファンネル 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止

放射性液体廃棄物 

処理系ファンネル 

ファンネルに接続 
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

２９ 柏崎刈羽原子力発電所１号機 燃料プール冷却浄化系スキマサージタンク水位計配管ドレン配管における接続 

調査結果の概要 対 策 

〔確認された事象〕 

○燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ）スキマサージタンク水位計配管のドレン配管が、放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続される

べきところ、ＳＤファンネルに接続されている箇所が１箇所確認された。 

 

〔推定原因〕 

○計器ドレンの排出先は、計測対象のプロセス流体を処理する場合と同じ放射性液体廃棄物処理系へ接続すべきであるが、設計当時はそ

の考え方が文書で明確化されていなかったため、当該箇所は設計段階からＳＤファンネルに接続されたものと推定される。 

 
 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の設計においては、ドレン接続先をプロセス流体

のドレン接続先とあわせることを明確にしており、同

様な不具合は発生しないものと考えられる。 
 

  

LT020 LT021 

SD 

スキマサージタンク 

計装ラック 

〔系統概略図〕 計器点検後のインサービスにあたっては、計器

テスト弁から純水を充填し、プロセス側の母管

まで計装配管を逆流させるように水張り操作

を行う。 

ＦＰＣ系統水 

純水充填部 

本来接続する配管 

 

計器テスト弁 
ＭＵＷＰ水張り 

ＦＰＣポンプへ 

使用済燃料プール 

放射性液体廃棄物処理系 
ファンネル 

プロセス流体（ＦＰＣ系統水）と検出配

管の充填水（純水）は接しているため、

プロセス流体が検出配管内に拡散するこ

とが懸念されるが、検出配管内の水は静

止流体であり接触面積が極わずかである

こと且つ検出配管長が長いことから、計

器点検時にドレンとして排出される可能

性のある計器廻りの水中にプロセス流体

は含まれておらず、排出したドレンは純

水と考えられる。 

【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 

閉止 

放射性液体廃棄物

処理系ファンネル
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放 射 性 廃 棄 物 処 理 系 配 管 に お け る 接 続 調 査 結 果 

３０ 柏崎刈羽原子力発電所５号機 再生水補給水系ドレン配管における接続 
調査結果の概要 対 策 

〔確認された事象〕 
○平成１２年のアクシデントマネジメント対策＊１工事に伴って追設した再生水補給水系＊２のドレン配管がＳＤファンネルに接続されて

いる箇所が１箇所確認された。 

＊１：アクシデントマネジメント対策とは、事故発生時、それがシビアアクシデントに拡大するのを防いだり、シビアアクシデントに

拡大した場合でも、その影響を緩和するための措置。 

＊２：原子炉一次系の水を再生したものでガンマ核種は検出限界以下であるがトリチウムは含まれている。 

 
〔推定原因〕 
○誤接続が確認された箇所の基本として、配管計装線図（Ｐ＆ＩＤ）を起こしたプラントメーカは、一般的な認識としてＭＵＷＴ系のド

レン配管を放射性液体廃棄物処理系のファンネルに接続するものと認識していたが、詳細設計を行った企業が現場調査した際に、当該

箇所近傍に予定していた放射性液体廃棄物処理系のファンネルがなかったため、近傍にあったＳＤファンネルに接続することとした。

現場施工をした企業は詳細設計の通りに施工し、ＳＤファンネルに接続することに疑問を持たなかった。 
当社は、ＭＵＷＴ系は基本的にはトリチウム以外の放射性核種は含まれないことや、当時はトリチウムの放出管理に対する認識が低か

ったことから、ＳＤファンネルに接続することに疑問を持たなかった。 
 
 
〔系統概略図〕 

 
 
 
 

○当該ドレン配管を改造し放射性液体廃棄物処理系のフ

ァンネルに接続した。 
○現在の当社の設計管理においては、設計に係る系外放

出の有無を設計レビューにて確認する運用になってい

るため、現在の設計では同様の事象は発生しないもの

と考えられる。 
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【是正措置】 
配管接続先を放射性液体廃棄物

処理系のファンネルに変更 
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